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地域における拡大ロービジョンリハビリテーションシステムの
構築とその効果に関する研究

平成21年度国内共同研究

「地域における拡大ロービジョンリハビリテーションシステムの構築とその成果に関す
る研究」という題で発表させていただきます。

【ポスター -1】
現在、日本には約150万人のロー

ビジョン者がいると推定されていま
す。日本の社会の高齢化に伴って、
地域在住の高齢者の中でもロービ
ジョン者が増えているわけです。一
部の眼科ではロービジョンケアが行
われていますが、皆さん、ロービ
ジョンケアをご存知でしょうか。医
療の関係の方でもご存知ない方が多
いので、ましてや一般の高齢者の方
ではロービジョンケアの存在を知ら
ずに、見え方の不自由があっても、
その恩恵を享受できない方が多いと思われます。

本研究の最終的な目的は地域在住のロービジョン者に対してロービジョンケアを提供す
るべく、訪問リハビリテーション等のシステムを活用できるようなシステムを構築し、そ
の効果を検証することです。本助成金研究では、その準備段階として、地域在住高齢者の
実態調査によってロービジョン者の割合とそのニーズを明らかにすること、それから、地
域ロービジョンリハビリテーション実施のためのプログラムを作成すること、この2つを
目的としました。

本発表では、最初の目的についての結果を報告させていただきます。
今回の発表の目的は、主観的基準によるロービジョン者の割合を明らかにすること、主

観的基準によるロービジョン者の見えにくさへの対処動向を明らかにし、ロービジョンケ
アの潜在的ニーズを推定すること、の2つとしました。

【ポスター -2】
対象とセッティングを示します。日本リサーチセンター全国個人オムニバスサーベイ

を用いました。日本全体の縮図になるようなサンプリングを行い、15〜79歳の男女を母
集団として1,200名のデータを収集しました。1,200名のうち40歳以上の者に絞りまして
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727名、そのうち今回の主たる目的
である主観的ロービジョンを定義す
る項目が未回答だった11名を省いた
716名を対象としました。

【ポスター -3】
調査項目は、まずロービジョンの

有無と程度です。本人の自己申告の
矯正視力と、それから、これが一番
中心となる質問になりますが、眼鏡
等を活用しても物がよく見えなくて
日常生活に困っているかどうかとい
うことを聞いています。今回は、「い
つも困っている」と「ほとんどいつ
も困っている」と回答した人を、主
観的なロービジョン者と定義しまし
た。

ロービジョンサービス利用の有無
については、見えにくさへの対処と
して、どこかに行ったのか、何もし
ていないか、ということを聞いてい
ます。また、その結果「良くなった」
のか「悪くなった」のか、というこ
とを尋ねています。

【ポスター -4】
結果をお示しします。
716名の性、年齢、地域、都市規

模等は、国民全体を反映するように
サンプリングしています。視力は、
良い方の眼の矯正視力を答えていた
だいています。

WHOのロービジョンの基準であ
る0.05以上0.3未満にあたる方々は
6.6％でした。ただしこれは検査視力
ではなくてご本人の自己申告視力で
すので（裸眼視力を回答した人が含まれている可能性があり）、（示されたロービジョン者
割合は）正確な数字とは言えません。
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【ポスター -5】
主観的ロービジョン者の割合を推

定しました。
先ほど申し上げたように、「見え

にくいことのために生活にいつも
不便を感じる」または「ほとんどい
つも不便を感じる」を主観的ロービ
ジョン者としましたが、716名中168
名、23.5%に上りました。WHOの基
準は先ほど申しました0.05以上0.3
未満ですが、日本のコホート研究で
はロービジョン者の割合は0.39%と
推定されていますので、それと比較
すると主観的に不便さを感じている人が非常に多いことが分かります。年代別では50代
以上で多く、地域別に見ますと近畿地方ではその割合が多い傾向が見られました。また、
視力が0.3未満であっても不便さをあまり感じない人がいる反面、0.3以上であっても非常
に不便さを感じている人がいることがわかりました。

【ポスター -6】
次に、見えにくさによる不便への対処とその結果についてご報告します。
40歳以上の716名のうち23.5％の168名が主観的ロービジョン者でした。そのうち、見

えにくいにもかかわらず、何もしなかったという方が17.9%いらっしゃいました。また、
主観的ロービジョン者で眼科に
行った、もしくは眼鏡屋さんに行っ
た人のうちで、変わらない、もし
くは悪くなった人が32.1%いまし
た。不便さを感じているにもかか
わらず、何もしていない、もしく
は何かをしても良くなっていない
という不便さを解消できていない
人たちは主観的ロービジョン者の
50％であり、40歳以上全体で見ま
すと、11.7%にあたります。

【ポスター -7】
これからの2枚は付属的な解析です。
眼科に行かないという人の割合は、眼科医が県にどれくらいいるかということに依存し

ているのではないかと考え、眼科医の充足率を表す地図の上に、見えにくさの不便のため
に眼科に行った割合を載せて示しました。

赤色の部分、眼科医の充足数が高い地域は近畿と東京ですが、眼科医の充足数が低いの
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は白い部分で、東北地方と東京を除
く関東地方です。それぞれの地域の
眼科に行った割合は66.7％、63.2%
と大きく変わらず、眼科に行くかど
うかは眼科医数の充足の程度とは関
連がないようでした。

【ポスター -8】
それから、眼科と眼鏡屋のどちら

に行ったかによって良くなった・良
くならなかったという割合が変わっ
ているかどうかを見ましたが、眼科
に行ったほうの人が良くならないと
いう人が多く報告されていますけれ
ども、統計的な有意差はありません
でした。

【ポスター -9】
先行研究において、40歳以上の人

口のロービジョン者の割合は0.39%
と報告されておりますが、本研究で
の「主観的基準によるロービジョン
者」ということで調べますと、40歳
以上人口の23.5％が該当し、検査視
力だけで定義された数よりも大多数
に上る可能性が示唆されました。ま
た、サービスを利用しない、または、
適切なサービスが利用できていない
ことによって、不便さを解消できな
い方々は40歳以上人口の11.7％で
した。これらの方々は、ロービジョ
ンケアの潜在的ニーズを持つ対象者
であると考えられ、この方々にケア
を提供できる仕組みが必要であると
思っています。

最後に、研究費をいただいてこの
ような調査をすることができましたことに、御礼申し上げます。
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質疑応答

　会場：　私は医師ではないので、ロービジョンという言葉は初めて聞きました。今日は
主観的なロービジョンというお話だったのですけれども、やはり視力というのは
客観的に計ることも出来ます。どうして客観的なロービジョンを研究をせずに、
主観的ロービジョンに着目されたのかという点と、もう一つは見えない理由とい
うのは、近視であったり老眼であったり、一時的な眼鏡であったり、眼科での矯
正で見える事もあれば、加齢による白内障とか手術でないと治らないものもあっ
て、理由によってどういうケアが必要なのかは全然違うと思います。それは今回
のご研究の中ではどういうふうに整理されているのか教えてください。

　鈴鴨：　まず一点目の「なぜ客観的ではなく主観的ロービジョンというものを今回の研
究の対象にしたか」ということなのですが、今回私が調査したかったのは、地域
で不自由にもかかわらず眼科には行かないという方がいらっしゃると思いました
ので、そういう方を対象とした調査をしたかったということで、それが大きな理
由としてあります。そうしますと、なかなか眼科には行かないので眼科的な診断
とか視力検査ができないということがあります。また、地域を対象にしたコホー
ト研究が既にやられておりまして（多治見研究というのが非常に有名なコホート
研究なのですが）、その中で視力によるロービジョン者の推定はもう既になされ
ています。それで、今回は視力にかかわらず不便を感じている人がどれくらいい
るのか、ということを知りたいというのが目的でした。

	 　第2番目の「ロービジョンの理由によって」ということですが、今回の主観的
ロービジョンの中には、単に老眼とかいう方も含まれていると思います。単に老
眼だったとしても、もし病院へ行けばそれが非常に簡単に解決してしまうかもし
れないのですけれども、そういう情報を持たずに地域で何もしないことによって
解決できなくて、それで外に出なくなる、そしてADLが落ち、不活発病につな
がっていく、というようなことを何とか阻止できるようにしたい。今回の中には
確かに治療で良くなる方も含まれていると思いましたが、それも含めて、不便を
感じている人ということで、今回は調査致しました。

宇都木：　掘り起こし研究なので、今までの研究とロービジョン者とされる者の割合が
100倍くらい違うわけですね。

	 　具体的な対応策については掘り起こし研究の段階では要求するのは無理かもし
れませんね。
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